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補
正
予
算
、
1
千
995

万
7
千
円
の
内
訳
は
。

ポ
リ
オ
の
補
正
の
内

訳
は
、
接
種
料
と
ワ

ク
チ
ン
代
で
あ
る
。
医
薬
材

料
費
と
し
て
571
万
9
千
円
。

図
書
購
入
費
に
あ
て

た
寄
附
金
に
つ
い
て
。

図
書
購
入
費
20
万
は
、

電
波
障
害
の
共
同
ア

ン
テ
ナ
組
合
の
組
合
解
散
に

よ
る
清
算
金
を
図
書
購
入
費

に
充
て
た
。

療
養
給
付
費
の
負
担

金
が
減
額
さ
れ
た
理

由
は
。

療
養
費
は
、
1
億
1

千
536
万
5
千
円
が
減

額
さ
れ
た
。
介
護
納
付
金
等

は
、国
の
負
担
金
の
考
え
が
、

定
率
の
負
担
金
の
交
付
率
の

削
減
に
よ
り
減
額
に
な
っ
た
。

国
保
の
広
域
化
に
よ

る
影
響
は
。

医
療
費
が
非
常
に
高

騰
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
広
域
化
を
進
め
て
い

る
。伊

奈
町
は
4
方
式
で
あ
り

県
統
一
的
に
な
る
と
、
県
は

2
方
式
化
の
考
え
で
あ
る
の

で
、
税
の
徴
収
の
変
更
に
影

響
が
あ
る
。

歳
入
で
繰
越
金
が
発

生
し
た
理
由
は
。

年
度
末
の
被
保
険
者

数
は
7
千
706
人
で
あ

り
、
当
初
の
計
画
値
を
155
人

増
加
し
た
。
保
険
料
の
収
納

率
、現
年
度
分
98
・
85
％
と
、

前
年
度
を
0.18
％
上
回
っ
た
。

給
付
費
と
し
て
は
執
行
率
が

99
・
95
％
で
あ
る
。
保
険
収

入
が
約
3
千
200
万
円
が
増
収

に
な
り
、
こ
の
部
分
で
繰
越

金
が
発
生
し
た
。

3
千
万
円
程
度
積
み

立
て
ら
れ
た
基
金
は
、

介
護
保
険
の
財
政
へ
の
影
響

は
。

第
5
期
の
介
護
保
険

事
業
計
画
で
、
基
金

を
1
億
800
万
円
取
り
崩
し
て
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
抑
制
に

図
っ
た
。
第
6
期
の
介
護
保

険
料
の
算
定
の
時
に
全
額
を

取
り
崩
し
て
、
介
護
保
険
料

の
上
昇
抑
制
を
考
え
て
い
る
。

常任委員会での議案等審査

《主な審議事項》

町
民
の
諸
証
明
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
老

人
保
健
、
医
療
、
予
防
接
種
、
各
種
検
診
、
社
会
福

祉
、
児
童
福
祉
、
母
子
保
健
、
保
育
、
子
育
て
支
援
、

人
権
、
水
道
事
業
、
環
境
衛
生
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
、
学
校
給
食
関
係

文
教
民
生
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

▲伊奈中学校耐震補強工事を視察

工事概要ê

町長提出議案は、総務建設産業常任委員会に 7 件、文教民生常任委員会に 4 件がそれぞれ

付託され、すべて「原案可決すべきもの」との審査結果になりました。
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2
億
6
千
400
万
円
の

繰
越
金
の
補
正
に
対

し
て
繰
入
金
で
基
金
へ
の
繰

り
戻
し
が
3
億
2
千
300
万
円
、

約
6
千
万
ほ
ど
繰
り
戻
し
に

な
っ
た
理
由
は
。

平
成
23
年
度
の
事
業

確
定
に
よ
る
繰
越
金
、

そ
れ
に
地
方
交
付
税
の
増
額

補
正
に
伴
い
、
一
般
財
源
が

多
く
歳
入
さ
れ
る
見
込
に
な

っ
た
。
財
政
基
金
、
各
基
金

に
今
後
の
財
源
と
し
て
確
保

し
て
い
く
た
め
、
基
金
を
減

額
す
る
。

財
政
調
整
基
金
4
億

270
万
円
で
調
整
で
き

る
の
か
。既

に
普
通
交
付
税
4

億
8
千
293
万
2
千
円

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
9
月

10
日
に
残
額
の
2
分
の
1
と

な
る
2
億
2
千
976
万
7
千
円

交
付
さ
れ
た
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
共

同
化
推
進
協
議
会
費

の
内
容
は
。

会
費
内
容
と
し
て
、

協
議
会
の
運
営
、
人

件
費
で
あ
る
。
均
等
割
が
78

万
3
千
円
で
、
人
口
割
が
179

万
272
円
で
あ
る
。
合
計
257
万

3
千
272
円
の
補
正
を
し
た
。

保
留
地
の
公
売
状
況

に
つ
い
て
。

現
在
で
4
区
画
が
売

れ
て
い
る
。金
額
は
、

7
千
997
万
9
千
746
円
で
あ
る
。

個
人
の
町
民
税
に
限

り
、
均
等
割
の
税
率

は
。

県
で
は
、
2
月
の
定

例
議
会
で
均
等
割
、

個
人
県
民
税
500
円
の
引
き
上

げ
の
条
例
を
可
決
し
て
い
る
。

急
速
充
電
設
備
の
予

定
は
。

埼
玉
県
内
に
は
、
64

か
所
。
町
内
に
は
設

備
設
置
の
予
定
は
な
い
。

最
低
制
限
価
格
に
つ

い
て
。

最
低
制
限
価
格
の
設

定
は
、
国
の
基
準
、

一
定
の
係
数
を
掛
け
て
決
定

す
る
。

最
低
制
限
価
格
の
決

定
と
管
理
方
法
は
。

最
低
制
限
価
格
は
、

最
終
的
に
町
長
決
裁

を
し
て
、
決
定
し
た
も
の
を

封
印
・
保
管
す
る
。

《主な審議事項》

町
の
重
要
・
行
政
施
策
の
総
合
企
画
調
整
、
予
算
、

行
財
政
運
営
、
情
報
公
開
、
条
例
規
則
、
職
員
、
交

通
安
全
、
防
犯
、
防
災
、
町
県
民
税
の
徴
収
賦
課
、

住
民
相
談
、
消
防
、
救
急
、
農
業
お
よ
び
商
工
業
、

区
画
整
理
、
道
路
河
川
、
建
築
関
係

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

▲第一中継ポンプ場を視察

中
部
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

伊
奈
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

伊
奈
町
火
災
予
防
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

▲第一中継ポンプ場内部を視察

 伊奈議会だより台紙157  12.10.30  9:50 AM  ページ10


